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原著論文

白未熟粒割合が減少し収量に影響が見られないイネの染色体断片置換系統の選抜
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日本品種の参照ゲノム配列として染色体レベルで構築されたキュウリ「ときわ」
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デュラムコムギにおいて Thinopyrum ponticum由来の Psy-E1は黄色味を向上させ
るが，日本では収量の減少をともなう
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コムギ（Triticum aestivum L.）の Ppo-D1機能欠損型対立遺伝子を選抜するための
新しい共優性 DNAマーカーの開発と選抜効果の検証
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キャッサバモザイク病（CMD）抵抗性系統の選抜 DNAマーカーの開発
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金時豆（Phaseolus vulgaris L.）における早熟性のゲノムワイド関連解析
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用途が多岐に渡る国内オオムギ育種事業において効率的な遺伝子型解析を可能に
する KASPマーカーセットの開発
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ゲノム編集技術をもちいた Oryza rufipogon由来のイネいもち病抵抗性遺伝子
Pior4(t)の推定
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GW5遺伝子の機能喪失がイネ在来種「短穂」の独特な粒形を決定する

池田　陽 1,2)・千葉　航 1)・中嶋涼太 1,3)・松本眞一 3)・渡辺明夫 1)・上田健治 1)・赤木宏守 1)・櫻井健二 1)

（1)秋田県立大学生物資源科学部，2)新潟県農林水産振興部普及課，3)秋田県農林水産部農業試験場）

Breeding Science 75: 147–153 (2025)


